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す35名を選択し，実験 1 と同じ分析項目に関して正常岨輔運動の結果と比較検討した。実験 3 として，阻輔運動経路の
違いによる岨鴎筋活動の差異を適切に表現する岨輔筋活動の表示方法を検討した。実験 4 として，各種校合異常を有
する者における岨鴎運動経路と阻暢筋活動の関連について検討した。被験者は実験 2 で選択した者から，前歯部開岐，
切端吸合，過蓋校合および臼歯部交文唆合を有する者23名を選択した。
その結果，
1 .正常な岨輔運動において，顎二腹筋前腹，岐筋および側頭筋前部は左右同じタイミングで活動し，側頭筋後部は
作業側か非作業側よりも早く活動を開始し，左右差を認めた。また筋活動量は，開口相では非作業側顎二腹筋前腹，
閉口相では作業側唆筋が最も大きい値を示し，校合相では被験筋聞に有意差は認めなかった。
2 .各種異常岨輯運動において，それぞれ正常な岨輔運動とは異なった岨輯筋活動の特徴が認められた。
1 )非作業側前方へ開口し，作業側前方から閉口する異常岨l間運動における岨鴎筋活動の特徴は，非作業側の側頭
筋前部，側頭筋後部および両側の顎二腹筋前腹における筋活動の時間的要素ならびに非作業側岐筋および両側の
側頭筋後部における筋活動量に認められた。
2 )非作業側前方へ閉口し，作業側側方から閉口する異常岨輯運動における岨輯筋活動の特徴は，非作業側の岐筋
および顎二腹筋前腹における筋活動量に認められた。
3 )非作業側下方へ垂直的に開口し，作業側下方から垂直的に閉口する異常岨l爵運動における岨輔筋活動の特徴
は，両側の岐筋，側頭筋前部，側頭筋後部および非作業側顎二腹筋前腹における筋活動の時間的要素ならびに作
業側側頭筋後部および両側の顎二腹筋前腹におげる筋活動量に認められた。
4 )作業側へ凹状に開口し，作業側後方から凹状に閉口する異常岨輯運動における阻瞬筋活動の特徴は，作業側の
側頭筋前部，側頭筋後部および非作業側顎二腹筋前腹における筋活動の時間的要素ならびに両側側顎二腹筋前腹
における筋活動量に認められた。
5 )作業側へ凹状に開口し，作業側後下方から垂直的に閉口する異常眼目爵運動における阻輔筋活動の特徴は，非作
業側吸筋，両側側頭筋前部，作業側側頭筋後部および両側顎二腹筋前腹における筋活動の時間的要素ならびに作
業側側頭筋後部および両側側顎二腹筋前腹における筋活動量に認められた。
3. 岨輯運動経路をその時点、における岨輯筋活動電位に対応する色を用いて表示する阻暢運動経路と岨輯筋活動の同
時表示法を確立した。本表示法を用いることにより，筋活動の開始から終了に至る一連の岨l闘筋活動と阻輯運動経
路の変化を対応させて観察することが可能となった。
4. 各種岐合異常を有する者について，岨H爵運動経路の特徴およびそれに対応した岨輯筋活動の変化の様相が明らか
となった。
1 )前歯部開校および切端校合において，非作業側前方へ開口し，作業側前方から閉口する岨暢運動経路と非作業
側側頭筋後部の筋活動に関連が認められた。
2 )過蓋校合において，非作業側下方へ垂直的に開口し，作業側下方から垂直的に閉口する岨鴎運動経路と作業側
岐筋の筋活動に関連が認められた。
3 )臼歯部交叉岐合において，作業側へ凹状に開口し，作業側後下方から垂直
的に閉口する岨輔運動経路と作業側側頭筋後部の筋活動に関連が認められた。
以上本研究結果より，各種校合のガイダンスに特徴的に認められる岨輯運動経路と阻腐筋活動の関連性が明らかと
なり，岨噴運動経路から岨暢運動筋活動の状態を把握でき，かつ，両者の対応をみることにより顎口腔機能の詳細な
診断が可能となることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は，岨H爵運動経路と岨瞬筋活動の関連を明らかにすることを目的として，正常岨輔運動および異常岨輯運動
における岨輯筋活動の特徴を明らかにし，阻H爵運動経路の違いによる岨l闘筋活動の差異を適切に表現する岨輔筋活動
の表示方法を検討し，各種吸合異常における岨瞬運動経路と岨鴎筋活動の関連を明らかにしようとしたものである。
その結果，正常および異常な岨闘運動における岨瞬筋活動の特徴が明らかとなった。また，岨瞬運動経路と岨輔筋
活動の同時表示法を確立し，本表示法を用いることにより，各種岐合異常を有する者について，阻H爵運動経路の特徴
およびそれに対応した阻腐筋活動の変化の様相が明らかとなった。
この業績は，岨暢運動経路から阻暢運動筋活動の状態を把握でき，かつ，両者の対応をみることにより顎口腔機能
の詳細な診断が可能となることを示し，顎口腔機能の維持，回復およびその調節機構の解明を行う上で，極めて重要
な指針を与えたものであり，博士(歯学)の学位請求に十分値するものと認める。
